
NOC技術ノート No. 413 

NBRに対する各種加硫促進剤の基礎性能(11)

NBRの低硫黄加硫の場合，一種類の加硫促進剤では

バランスがとれないため，二種類以上の組み合わせが必

要である．すなわち，ノクセラーTT(チウラム系加硫

促進剤）とノクセラーDM(チアゾール系加硫促進剤）あ

るい；文ノクセラーCZ(スルフェンアミド系加硫促進剤）

との併用が一般的に使用されている見

先；こ21, NBRに対する各種加硫促進剤の基礎性能と

して．硫黄1.5phr配合した場合の各種加硫促進剤を単

独で使用したときの加硫挙動について紹介した．今回

ぱ，新たに硫黄1.0phr配合において，先に紹介してい

なかったノクセラーNS,TBT-N, TOT-N, ZTC, ZP 

及び TTTE6品種の加硫促進剤単独使用の加硫挙動の

特徴；こついて紹介する．

表 1の配合に基づき，表 2に示す加硫促進剤を単独で

使用した湯合のムーニースコーチ試験結果を表 2に示

し，キュラストメーク加硫曲線を図 1~4に示す．図 2

から．スルフェンアミド系加硫促進剤である NSの加硫

速度：iCZとMSAの中間にあることがわかる．図 3か

ら，チウラム系加硫促進剤である TBT-N及びTOT-

Nの加硫速度は TT,TETよりも遅くなることがわか

る．図 4から，ジチオカルバミ、ノ酸亜鉛である ZTCは

BZ; こ近い加硫速度を示すことがわかる．また， ZPは

PZ,EZと同様に速い加硫速度を示すことがわかる．ジ

チナカルバミン酸の金属塩による影響では， TTCU(銅

塩） >TTTE(テルル塩）>TTFE(鉄塩） >PZ(亜鉛塩）の

1. 実験

配合

表 1

NBR*1 

ステアリ‘ノ酸

酸化亜鉛

MAFプラック

DOP 

硫黄

加硫促進剤

100 

5 

50 

10 

1.0 

表2

*'ニトリル量35%, ムーニー粘度56(ML,H,100℃) 

順にトルクが向上するが， TTCUはスコーチが速く焼

けやすい．
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表2 各種加硫促進剤：こよるムーニースコーチ試

験結果

加硫促進剤
(phr) 

ムーニースコーチ試験*2
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2) NOC技術ノート No.246, 247 : 日ゴム協誌， 54,

404, 473 (1981) 
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加硫時間（分） 160℃ (J SR Ill型）

図 l チアゾール系加硫促進剤による効果
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図2 スルフェンアミド系加硫促進剤による効果
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図3 チウラム系加硫促進剤による効果 図 4 ジチオカルバミン酸塩系加硫促進剤による効

果
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